
一
九
八
六
年
に
経
済
の
ド
イ
モ
イ
路
線
が
採
択

さ
れ
て
以
来
、
ベ
ト
ナ
ム
は
年
平
均
七
％
を
越
え

る
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
工
業
生
産
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
や
都
市
部

の
生
活
ゴ
ミ
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
農
業
の
生
産
性
が
向
上
し
た
ベ
ト
ナ
ム
北
部

紅
河
デ
ル
タ
地
域
の
農
村
で
は
、
農
外
所
得
の
獲

得
に
充
て
る
余
剰
労
働
力
が
増
大
し
た
。

そ
こ
で
農
民
が
目
を
つ
け
た
の
が
「
リ
サ
イ
ク

ル
」
で
あ
っ
た
。
多
く
の
農
家
が
資
本
を
必
要
と

し
な
い
廃
棄
物
収
集
、
分
別
か
ら
始
め
、
次
第
に

仕
事
の
範
囲
・
規
模
を
拡
大
し
、
最
終
的
に
は
離

農
し
専
業
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
加
住
民
が
増
え
、
村
全
体
の
経

済
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う

「
リ
サ
イ
ク
ル
村
」
が
各
地
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。●

工
芸
村
・
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
発
展
史

ハ
ノ
イ
も
含
む
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
紅
河
デ
ル
タ

地
域
に
お
い
て
、
農
業
の
傍
ら
手
工
芸
品
を
専
門

に
作
る
農
家
が
密
集
し
て
い
る
工
芸
村
（lang 

nghe

）
と
呼
ば
れ
る
村
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
す

で
に
一
九
三
○
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
に
よ

っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
家
は
、
農

村
の
余
剰
労
働
力
を
活
用
し
て
、
あ
る
い
は
農
閑

期
の
副
業
と
し
て
、
鍬
、
鋤
な
ど
の
農
具
や
、
陶

器
、
布
、
加
工
食
品
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
（
参

考
文
献
②
）。

北
部
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
後
、
農
村
の
合
作
社
化

が
進
行
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
工
芸
村
の
い
く
つ

か
は
「
手
工
芸
合
作
社
」
と
な
っ
た
が
、
合
作
社

政
策
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
農
村
部
の
手

工
芸
品
生
産
も
一
旦
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
が
ド
イ
モ
イ
路
線
に
転
換
し
、
合
作
社
単
位

の
計
画
生
産
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
世
帯
単
位

の
生
産
者
を
中
心
と
す
る
多
く
の
工
芸
村
が
再
び

出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

リ
サ
イ
ク
ル
村
の
ベ
ト
ナ
ム
語
標
記
を
直
訳
す

れ
ば
「
再
生
工
芸
村
」（lang nghe tai che

）、
つ

ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
専
門
と

す
る
工
芸
村
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
伝

統
的
な
工
芸
村
が
伝
統
技
術
を
活
か
し
つ
つ
原
料

を
廃
棄
物
に
転
換
し
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
製
品

を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め

で
あ
る
。
多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
は
一
九
九
○
年

代
前
半
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ノ
イ
工
科
大
学
が
二
○
○
三
年
に
実
施
し
た

工
芸
村
に
関
す
る
全
国
的
な
大
規
模
調
査
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
工
芸
村

の
数
は
一
四
五
○
村
、
そ
の
う
ち
紙
、
金
属
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
数
は
九
○
村
と

さ
れ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
村
は
南
部
に
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
（
参
考
文
献
③
）。

●
手
作
業
中
心
の
リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
村
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
世
帯
の

多
く
は
も
と
も
と
農
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
手

作
業
中
心
の
家
内
制
手
工
業
的
な
小
規
模
経
営
を

行
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
作
業
場
は
彼

ら
の
庭
先
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
の
ひ
と
つ
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
と
し
て
は
フ

ン
イ
ェ
ン
省
の
ミ
ン
カ
イ
村
が
有
名
で
あ
る
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
に
従
事
す
る
世
帯
が

集
中
す
る
小
規
模
の
集
落
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
国
内
、
特
に
都
市
部
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
あ

る
い
は
工
業
製
品
の
梱
包
材
な
ど
が
豊
富
に
得
ら

れ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
都
市

部
の
ご
み
分
別
制
度
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
近
郊
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
ご
み
の
分

別
収
集
は
、
主
に
都
市
近
郊
の
貧
困
層
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
零
細
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
は
主
に
手
作
業
に
よ
る
分
別
、
洗
浄
、

破
砕
等
を
行
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
規
模
が
大
き

い
業
者
に
な
れ
ば
、
機
械
に
よ
る
破
砕
、
製
品
原

料
（
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
レ
ッ
ト
）
へ
の
加
工
が
メ
イ

ン
と
な
る
。
ご
く
一
部
の
業
者
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

バ
ケ
ツ
、
手
桶
な
ど
の
日
用
品
の
製
造
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
減
容
、
洗
浄
さ

れ
、
中
国
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

機
械
類
の
ほ
と
ん
ど
は
中
国
製
の
中
古
品
で
あ

る
が
、
日
用
品
製
造
で
使
わ
れ
る
金
型
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
作
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
破
砕
機
な
ど
は
、
工

場
主
の
手
作
り
と
い
う
も
の
も
見
ら
れ
る
。
分
別

作
業
の
段
階
で
厳
密
に
成
分
ご
と
に
分
別
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
単
純
な
構
造
の
機
械
類
で
加
工
さ

れ
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
で
製
造
さ
れ
る
の
は

低
品
質
の
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
レ
ッ
ト
や
日
用
品
で
あ

る
。バ

ン
モ
ン
村
と
い
う
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
リ
サ
イ

ク
ル
村
も
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
奥
に
位
置
す
る
ち
い

さ
な
村
で
あ
る
が
、
こ
の
村
で
も
、
三
○
○
戸
以

上
の
世
帯
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
を

営
ん
で
い
る
。
原
料
は
ア
ル
ミ
缶
や
工
場
発
生
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
く
ず
、
自
動
車
部
品
な
ど
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
い
た
っ
て
単
純
な
作
業
で
、
中

華
な
べ
の
よ
う
な
深
底
鍋
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
溶
か
し
、
型
に
流
し
込
む
だ
け
で
あ
る
。

作
業
は
庭
先
の
か
ま
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
。
鍋
の

蓋
も
な
け
れ
ば
炉
に
煙
突
も
な
い
設
備
を
使
っ
て

の
作
業
で
あ
り
、
鍋
か
ら
立
ち
上
る
黒
煙
を
見
な

け
れ
ば
、
農
家
の
大
家
族
が
煮
込
み
料
理
を
作
っ

て
い
る
と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。

ハ
ノ
イ
近
郊
で
は
そ
の
他
に
も
、
金
属
類
の
ミ

ッ
ク
ス
く
ず
の
解
体
・
分
別
の
村
、
自
動
車
や
建

設
機
械
の
解
体
村
、
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
鉛
を
抽
出

す
る
村
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

●
大
規
模
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
村

そ
の
一
方
で
、
各
業
者
が
大
型
機
械
を
導
入
し
、

村
全
体
で
大
規
模
な
リ
サ
イ
ク
ル
基
地
と
化
し
て

い
る
村
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
村

で
は
、
ハ
ノ
イ
近
郊
だ
け
で
な
く
南
部
も
含
む
ベ

ト
ナ
ム
中
か
ら
原
料
調
達
が
行
わ
れ
、
一
部
で
は

輸
入
原
料
も
入
っ
て
い
る
。

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村
と
し
て
有
名
な
バ
ク
ニ
ン
省

ダ
ー
ホ
イ
村
は
、
も
と
も
と
鋳
物
の
村
で
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
一
五
○
○
世
帯
も
の
業
者
が
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
か
ら
主
に
建
設
資
材
を
生
産
し
て
い
る
。

小
規
模
な
業
者
は
、
国
内
の
建
設
現
場
等
か
ら
発

生
す
る
鉄
筋
な
ど
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
回
収
、
分

別
、
一
次
加
工
（
鉄
筋
を
切
断
、
溶
接
し
て
長
さ

を
そ
ろ
え
る
な
ど
の
作
業
）
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
大
規
模
な
業
者
に
な
る
と
輸
入
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
電
炉
で
溶
解
し
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト
と
し
て
近
隣

の
業
者
に
供
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
で
数
多
く

見
ら
れ
る
の
が
、
伸
鉄
業
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

建
設
物
か
ら
発
生
し
た
鉄
筋
や
解
体
船
舶
の
鉄
板

を
裁
断
し
た
棒
鋼
を
伸
鉄
し
、
鉄
筋
、
Ｖ
字
鋼
、

ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
と
い
っ
た
建
設
資
材
を
生
産
し
て

い
る
。

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
先
述
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
に
比
べ
、
大
規
模
な
資
本
投
下
が
必
要

で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
溶
解
の
た
め
の
電
炉
（
主

に
中
国
や
台
湾
製
の
中
古
品
）
一
基
に
つ
き
数
千

ド
ル
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
伸
鉄
、
形
成
、
メ

ッ
キ
等
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
機
械
類
を
必
要
と
す
る
。

ダ
ー
ホ
イ
村
で
は
、
二
○
○
三
年
に
村
の
一
部
が

造
成
さ
れ
、
電
気
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整

っ
た
工
業
団
地
が
建
設
さ
れ
た
。
約
二
○
○
の
業

者
が
工
業
団
地
内
に
移
転
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
、
大
規
模
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
村

の
ひ
と
つ
に
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
バ
ク
ニ

ン
省
フ
ォ
ン
ケ
ー
村
が
あ
る
。
一
五
世
紀
か
ら
存

在
す
る
こ
の
村
は
、
昔
は
爆
竹
用
の
紙
、
近
隣
の

伝
統
工
芸
「
ド
ン
ホ
ー
版
画
」
用
の
紙
を
生
産
す

る
紙
漉
の
村
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
古
紙
か
ら
包

装
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ボ
ー
ル
紙
な
ど

アルミ缶の煮込み（筆者撮影）
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を
生
産
す
る
村
と
な
っ
て
い
る
。

古
紙
を
溶
か
す
た
め
の
ボ
イ
ラ
ー
と
中
古
の
小

型
製
紙
機
械
（
日
本
製
の
も
の
も
見
ら
れ
る
）
を

持
っ
た
約
二
○
○
世
帯
の
比
較
的
小
規
模
な
業
者

以
外
に
も
、
約
六
○
○
世
帯
は
古
紙
回
収
、
製
品

運
搬
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
の
隣

接
地
区
に
工
業
団
地
が
建
設
さ
れ
、
こ
こ
に
は
合

作
社
や
有
限
会
社
の
形
を
取
る
比
較
的
大
規
模
な

企
業
も
あ
る
。
工
業
団
地
に
は
海
外
か
ら
の
輸
入

古
紙
（
日
本
が
最
大
の
輸
入
元
）
も
数
多
く
流
入

し
て
い
る
。
工
業
団
地
も
合
わ
せ
る
と
、
村
全
体

で
、
年
間
一
二
万
ト
ン
の
紙
を
生
産
す
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
国
内
最
大
の
国
有
製
紙
会
社
バ
イ
バ
ン

社
の
一
・
五
倍
も
の
生
産
量
で
あ
る
。

●
汚
染
の
中
で
暮
ら
す
村
人
た
ち

リ
サ
イ
ク
ル
業
は
、
少
な
い
資
本
で
始
め
ら
れ
、

原
料
も
都
市
部
か
ら
豊
富
に
供
給
さ
れ
、
製
品
の

需
要
も
大
き
い
な
ど
、
都
市
近
郊
農
家
に
と
っ
て

は
利
点
の
多
い
儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
実
際
、

リ
サ
イ
ク
ル
村
は
近
隣
農
村
に
比
べ
非
常
に
豊
か

で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
で
リ
サ
イ
ク
ル
村
に
行
く

筆
者
が
調
査
で
リ
サ
イ
ク
ル
村
に
行
く

調
査
で
リ
サ
イ
ク
ル
村
に
行
く

時
、
道
に
迷
う
こ
と
は
少
な
い
。
水
田
が
広
が
る

農
村
の
風
景
の
中
に
大
き
な
邸
宅
群
が
そ
び
え
る

一
角
が
見
え
て
き
た
ら
、
そ
こ
が
リ
サ
イ
ク
ル
村

だ
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
労
働
者
の
賃

で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
労
働
者
の
賃

金
を
見
て
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
破
砕
な
ど
の
単
純

作
業
労
働
者
の
賃
金
で
も
月
一
○
○
万
ド
ン
程
度

あ
り
、
こ
れ
は
民
間
の
中
小
製
造
業
の
平
均
的
な

賃
金
以
上
で
あ
る
。
鉄
の
溶
接
作
業
な
ど
が
で
き

る
者
は
二
○
○
万
ド
ン
と
い
う
、
日
系
製
造
業
の

ワ
ー
カ
ー
の
平
均
賃
金
さ
え
も
大
幅
に
上
回
る
稼

ぎ
を
得
て
い
る
。

し
か
し
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
住
民
た
ち
は
、
汚
染

の
中
で
暮
ら
す
と
い
う
代
償
を
払
っ
て
そ
の
豊
か

さ
を
享
受
し
て
い
る
。
も
と
も
と
農
村
で
あ
る
た

め
、
例
え
ば
汚
水
を
集
中
管
理
す
る
施
設
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
は
、
各
々
の

庭
先
で
作
業
を
行
い
、
水
田
や
近
所
の
河
川
に
繋

が
る
排
水
路
に
汚
水
を
流
し
て
い
る
。
先
述
の
ハ

ノ
イ
工
科
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
の
排
水
に
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
洗
浄
時
の
油
や
塗
料
、
金
属
類
の
リ
サ

イ
ク
ル
で
排
出
さ
れ
る
硫
酸
や
亜
鉛
な
ど
、
紙
製

造
で
使
用
さ
れ
る
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
は
排
煙
装
置
な
ど
の
汚
染
対
策
に
投
資
し
て

い
な
い
た
め
、
大
気
中
に
は
窒
素
酸
化
物
や
二
酸

化
硫
黄
な
ど
が
排
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
属
類
の

リ
サ
イ
ク
ル
村
で
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
ク
ロ
ム

と
い
っ
た
金
属
類
が
大
量
に
飛
散
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
中
で
働
く
労
働
者
た
ち
が
身
に

着
け
て
い
る
保
護
衣
は
せ
い
ぜ
い
布
製
の
マ
ス
ク

の
み
で
あ
る
。

汚
染
が
あ
ま
り
に
も
深
刻
に
な
り
、
村
全
体
で

リ
サ
イ
ク
ル
業
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
例
が
、

フ
ン
イ
ェ
ン
省
の
ド
ン
マ
イ
村
で
あ
る
。
ド
ン
マ

イ
村
は
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら

鉛
を
抽
出
す
る
世
帯
が
集
中
し
て
い
た
村
で
あ
る
。

村
人
た
ち
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
破
砕
し
電
極
板
を

取
り
出
し
、
そ
の
電
極
板
を
炭
炉
で
燃
や
し
て
鉛

を
溶
解
し
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト
に
し
て
中
国
へ
輸
出
す

る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

作
業
も
す
べ
て
自
宅
の
庭
先
で
行
わ
れ
た
た
め
、

排
水
、
排
気
中
の
鉛
濃
度
が
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
ま

で
達
し
た
。
ハ
ノ
イ
自
然
科
学
大
学
環
境
学
部
の

調
査
に
よ
る
と
、
飲
料
水
か
ら
は
法
定
レ
ベ
ル
の

一
五
倍
、
大
気
か
ら
は
四
六
○
○
倍
の
鉛
が
検
出

さ
れ
た
と
い
う
（Vietn

am
 E

con
om

ic Tim
es

誌
、
二
○
○
五
年
八
月
号
）。

、
二
○
○
五
年
八
月
号
）。

二
○
○
五
年
八
月
号
）。

鉛
の
抽
出
効
率
を
高
め
た
比
較
的
大
型
の
炉
を

建
設
す
る
経
営
者
も
現
れ
、
彼
ら
は
水
・
大
気
の

汚
染
レ
ベ
ル
の
低
減
に
あ
る
程
度
成
功
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
新
た
な
炉
は
隣
の
村
に
近
い
位
置
に

建
設
さ
れ
た
た
め
、
隣
村
の
住
民
が
鉛
リ
サ
イ
ク

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
抗
議
の
声
を
上
げ
始
め
、
行
政
が

介
入
し
、
二
○
○
六
年
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
世
帯

が
鉛
リ
サ
イ
ク
ル
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
。

二
○
○
六
年
七
月
の
新
環
境
保
護
法
施
行
以
降
、

政
府
の
リ
サ
イ
ク
ル
村
に
対
す
る
環
境
規
制
の
基

バッテリーリサイクル村（筆者撮影）
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本
的
な
方
針
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
を
工
業
団
地
化

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
環
境
保
護
法
第
三
八

条
）。汚
染
を
排
出
す
る
工
場
を
居
住
区
か
ら
離
し
、

汚
染
を
一
括
管
理
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
工
業
団
地
が
建
設
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
環
境
問
題
が
解
決
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
工
業
団
地
に
入
居
で
き
る
の
は

村
の
業
者
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
ま
た
入
居
で
き

た
業
者
が
必
ず
し
も
汚
染
対
策
を
講
じ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
先
述
の
鉄
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
村

の
工
業
団
地
で
も
、
計
画
さ
れ
て
い
た
汚
水
処
理

施
設
な
ど
の
建
設
は
、
新
環
境
保
護
法
施
行
以
降

も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
地
元
の
経
済
発
展
を
優

先
し
が
ち
な
地
方
行
政
が
工
業
団
地
の
管
理
主
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
工
業
団
地
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
汚
染
地
域
が
広
が
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
規
模
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
村
で
は
、

労
働
災
害
の
危
険
も
増
し
て
い
る
。
鉄
リ
サ
イ
ク

ル
村
で
は
、
安
全
装
置
の
つ
い
た
機
械
類
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
多
く
の
労
働
者
が
ぞ
う
り
履
き
で
溶

接
、
ガ
ス
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
裁
断
、
伸
鉄
な
ど
の

危
険
な
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
っ
て
い
る
業
者
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
い
つ
爆
発
し

て
も
お
か
し
く
な
い
老
朽
化
し
た
装
置
で
あ
る
。

村
人
た
ち
は
、
汚
染
の
み
な
ら
ず
、
危
険
と
も
同

居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
未
来

リ
サ
イ
ク
ル
村
は
、
ド
イ
モ
イ
路
線
下
の
高
度

経
済
成
長
の
中
で
、
鉄
鋼
、
金
属
、
製
紙
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
分
野
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
製
造
業

セ
ク
タ
ー
の
発
展
を
補
う
形
で
、
ほ
ぼ
無
秩
序
に

成
長
し
て
き
た
。
近
年
で
は
、
国
際
的
な
資
源
価

格
の
高
騰
を
受
け
低
品
質
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

需
要
が
拡
大
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
は
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
村
の
住

民
の
厚
生
を
考
え
る
上
で
は
、
環
境
規
制
、
住
民

の
健
康
問
題
を
真
剣
に
解
決
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

今
後
は
、
高
付
加
価
値
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

例
え
ば
中
古
家
電
品
の
部
品
か
ら
希
少
金
属
類
を

抽
出
す
る
よ
う
な
産
業
へ
シ
フ
ト
す
る
村
も
出
現

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
重
金
属
等
の
有

害
物
質
を
含
む
中
古
家
電
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
は
、
よ
り
厳
し
い
環
境
規
制
を
課
さ
な
け
れ

ば
、
住
民
の
健
康
被
害
は
一
層
深
刻
な
も
の
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
が
今
後
も
高
度
成
長
を
続
け
て
い
け

ば
、
長
期
的
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
村
が
消
滅
し
て
ゆ

く
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ォ
ー
マ
ル

な
セ
ク
タ
ー
で
の
雇
用
が
増
え
れ
ば
、
労
働
者
の

確
保
が
困
難
に
な
り
、
原
料
と
な
る
資
源
ご
み
を

運
ん
で
来
る
貧
困
層
が
他
の
所
得
獲
得
機
会
を
得

て
豊
か
に
な
れ
ば
、
原
料
供
給
に
支
障
を
来
た
す

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
マ
ル

な
セ
ク
タ
ー
の
生
産
能
力
が
向
上
す
れ
ば
、
リ
サ

イ
ク
ル
村
が
提
供
す
る
低
級
品
需
要
も
小
さ
く
な

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
鉄
鋼
や
製
紙
と
い
っ
た
分

野
で
は
、
二
○
○
六
年
か
ら
外
資
の
流
入
が
相
次

い
で
お
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
セ
ク
タ
ー
の
成
長
が

加
速
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
村
が
「
リ
サ
イ
ク
ル
離

れ
」
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
が
、
将
来
リ
サ
イ
ク
ル
に
代
わ
る
工
業
製
品

の
製
造
に
向
か
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

よ
り
安
全
な
分
野
の
製
造
業
に
シ
フ
ト
で
き
れ
ば
、

環
境
も
含
め
た
村
全
体
の
厚
生
水
準
は
向
上
す
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
経
営
者
が
資

本
や
技
術
の
制
約
を
ど
う
克
服
す
る
か
が
課
題
で

あ
る
。

（ 

さ
か
た　

し
ょ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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